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漢
代
の
待
詔
に
つ
い
て

杉

本

憲

司

は
　
じ
　
め
　
に

漢
代
の
馨
と
官
僑
に
つ
い
て
の
研
究
は
・
い
ま
ま
で
に
数
多
く
あ
る
勘
こ
こ
で
は
い
ま
ま
で
の
研
究
の
中
で
余
り
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

な
い
待
詔
に
つ
い
て
の
べ
る
と
と
も
に
、
官
途
に
の
ぼ
ら
ん
と
す
る
漢
代
知
識
人
の
一
つ
の
姿
を
考
え
て
み
た
い
。

　
漢
代
の
官
吏
登
用
法
の
主
な
も
の
は
、
武
門
時
代
以
前
に
は
二
子
法
、
良
家
子
、
富
農
、
献
策
が
あ
っ
た
が
、
武
毎
の
時
に
な
る
と
呉
楚
七
国

の
乱
平
定
後
、
確
立
し
て
き
た
中
央
集
権
的
官
僚
國
家
を
さ
さ
え
て
い
く
た
あ
に
有
能
な
人
材
を
確
保
し
、
沈
滞
し
た
官
界
を
一
新
す
る
た
め
に

官
吏
登
用
法
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
そ
れ
で
武
帝
は
董
仲
静
等
の
策
を
と
り
い
れ
て
、
新
た
に
博
士
弟
子
員
の
科
、
孝
廉

科
等
の
選
墨
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の
外
に
も
不
定
期
的
、
臨
時
的
な
も
の
に
賢
良
方
正
、
往
時
（
秀
才
）
、
明
経
、
有
道
、
直
言
、
敦
朴

な
ど
の
科
目
が
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
科
目
に
え
ら
ば
れ
た
者
は
郎
に
質
せ
ら
れ
、
高
級
官
僚
（
勅
任
官
）
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
す
こ
と
に
な

る
。　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
待
詔
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
漢
書
』
巻
十
一
哀
帝
紀
の
注
に
ひ
か
れ
た
鷹
勧
の
説
に
、

　
諸
以
材
技
徴
召
、
未
有
正
官
、
故
日
待
詔
。

と
あ
つ
で
、
待
詔
と
は
な
に
か
特
別
な
才
能
、
技
芸
が
あ
っ
て
召
し
だ
さ
れ
た
が
、
未
だ
工
臨
が
な
い
の
で
正
式
の
官
に
つ
い
て
い
な
い
者
と
解

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
待
詔
と
は
葺
き
に
の
べ
た
諸
科
以
外
の
な
に
か
特
別
な
才
能
・
技
芸
を
も
っ
て
特
別
に
召
し
だ
さ
れ
た
が
、
正
式
の

官
が
な
い
為
に
そ
れ
が
空
席
に
な
る
の
を
ま
っ
て
い
る
状
態
を
い
っ
て
い
る
。
こ
の
磨
勧
の
解
で
漢
代
の
史
料
に
み
え
る
待
詔
の
語
を
考
え
る
こ
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・
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
単
に
空
席
が
な
い
の
で
待
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
単
純
に
解
し
て
は
待
詔
の
も
っ
て
い
る
正
確
な
意
味
を
と
ら
え
る
こ

・
と
が
で
き
な
い
。
以
下
、
待
詔
の
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
．
ス
を
考
え
て
い
き
た
い
。

二
　
待
詔
の
名
称
が
つ
く
官
名
に
つ
い
て

　
，
盟
蜆
園
の
「
歴
代
職
官
簡
繹
」
に
よ
る
と
、

待
詔
．
待
制
喰
伺
讐
封
存
意
、
非
思
妻
故
漢
代
常
令
文
學
之
士
、
待
詔
於
金
馬
門
、
唐
之
翰
林
待
詔
亦
同
、
宋
袋
其
意
、
於
館
閣
直
學
士
以
下
置
待

　
制
、
始
爲
官
名
。

・
と
あ
っ
て
、
待
詔
と
は
宋
代
ま
で
は
官
名
で
な
く
、
も
と
も
と
皇
帝
に
省
慮
し
て
下
問
に
答
え
る
者
で
、
漢
代
で
は
文
学
の
士
が
金
馬
門
で
待
詔

・
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
す
ぐ
下
問
に
答
え
る
よ
う
に
特
定
の
噛
で
ま
っ
て
い
る
状
態
を
さ
し
て
い
る
の
だ
と
の
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
三
代
の

，
史
料
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
　
『
漢
書
』
巻
五
八
公
孫
弘
伝
に
よ
れ
ば
、
弘
が
武
帝
の
元
光
五
年
に
賢
良
文
学
の
士
を
徴
し
た
時
に
第
一
等
で

対
策
し
た
の
で
、
博
士
と
な
り
、
　
「
待
詔
金
馬
門
」
し
た
と
あ
る
。
こ
の
場
合
な
ど
は
た
し
か
に
、
金
馬
門
で
待
詔
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
窃
て
・

待
詔
は
名
詞
で
な
く
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
る
字
句
で
あ
る
。
そ
う
し
て
た
し
か
に
こ
の
よ
う
な
使
用
例
が
非
常
に
多
く
あ
る
。
そ
れ
で
は
漢
代
に

待
嘲
名
称
が
つ
い
沓
名
が
；
も
な
か
。
た
の
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
『
後
婆
．
』
百
官
志
の
太
史
令
の
條
に
ひ
か
れ
た
『
漢

官
儀
』
に
、
　
　
．

　
太
史
待
詔
三
十
七
人
、
其
六
人
治
歴
、
三
人
亀
ト
、
三
人
慶
宅
、
四
人
日
時
、
三
人
易
籏
、
二
人
二
十
、
九
人
三
遍
、
雪
解
典
昌
西
語
三
人
、
嘉
法
請
雨
解
事

　
各
二
人
、
轡
一
人
。

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
太
史
令
の
條
に
ひ
か
れ
た
『
漢
官
』
に
は
、

雲
籍
四
＋
二
人
、
其
＋
四
人
候
星
、
二
人
候
・
、
三
人
候
風
、
＋
二
人
二
手
・
二
人
候
章
・
七
人
候
秘
一
人
舎
人
・

と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
よ
り
後
漢
時
代
で
は
太
常
置
の
属
官
で
あ
る
六
百
石
の
官
で
あ
る
太
史
令
に
属
す
る
官
に
、
太
史
待
詔
と
簸
塁
待
詔

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
百
官
志
の
本
注
に
よ
る
と
、
太
史
令
は
天
時
星
暦
の
こ
と
を
掌
り
、
歳
の
終
り
に
は
新
年
の
暦
を
奏

し
た
り
、
國
の
祭
祀
、
」
常
礼
、
婚
礼
の
良
日
、
時
の
禁
忌
を
え
ら
ん
だ
り
、
ま
た
瑞
鷹
災
異
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
記
録
し
た
り
す
る
こ
と
を
役
目
と



し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
相
当
専
門
の
才
能
・
技
能
を
必
要
と
す
る
。
太
史
．
の
待
詔
で
あ
る
治
歴
待
詔
以
下
の
役
は
そ
れ
に
従
事
す
る
専
門

職
で
あ
る
。
塞
壷
は
日
月
星
氣
を
観
測
す
る
の
を
掌
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
特
別
の
才
童
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
の
待
詔
で
あ
る
候
星
待
詔
以
下

は
そ
れ
を
実
際
に
行
・
て
い
る
専
門
職
の
人
々
で
あ
る
・
『
漢
書
』
巻
九
三
婁
伝
の
蕃
の
捨
よ
る
と
・
哀
帝
の
一
濃
墨
元
年
九
月
に
か
か

る
史
料
に
、
伍
宏
と
い
う
人
が
醤
待
詔
を
も
っ
て
校
秘
書
郎
の
楊
子
と
と
も
に
謀
反
逆
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
腎
待
詔
は
太
史
待
詔
の
属

官
で
あ
る
図
書
詔
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
と
待
詔
の
名
称
が
つ
く
官
名
は
前
漢
時
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
漢
書
』

巻
二
五
郊
祀
志
下
に
は
、

　
大
夫
劉
更
生
、
献
准
南
在
中
洪
寳
苑
秘
之
方
、
令
尚
方
鋳
作
、
事
不
当
、
更
生
坐
論
。
京
兆
歩
張
敬
上
疏
諌
日
、
願
明
主
景
雲
車
馬
之
好
、
斥
遠
方
下
之
虚
語
、

　
游
心
帝
王
之
術
、
太
平
庶
幾
可
興
也
。
後
尚
方
待
詔
皆
罷
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
漢
書
』
巻
三
六
下
元
部
落
に
も
み
え
る
劉
向
の
宣
帝
の
神
爵
年
間
に
お
こ
し
た
事
件
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、
劉

向
は
楚
元
王
安
の
所
有
し
て
い
た
神
仙
方
術
の
書
で
あ
る
『
越
中
鴻
寳
苑
秘
書
』
を
宣
帝
に
奉
っ
た
。
帝
は
こ
れ
に
か
か
れ
た
方
法
で
黄
金
を
つ

く
る
べ
く
尚
方
に
命
じ
、
鋳
思
せ
し
め
た
が
効
験
が
な
く
、
た
め
に
劉
向
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
ん
と
し
た
が
、
兄
の
陽
無
銭
安
民
に
よ
っ
て
ま
ぬ

が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
事
が
あ
っ
た
後
、
張
激
が
帝
に
方
士
の
虚
言
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
を
諌
言
し
た
の
で
尚
方
里
詔
を
全
廃
し
た
。
こ

こ
に
み
え
る
尚
方
待
詔
は
清
の
王
先
謙
の
『
漢
書
補
注
』
に

　
胡
三
省
云
、
此
尚
方
非
作
器
物
之
尚
方
。
尚
主
也
、
主
方
薬
也
。

と
あ
っ
て
、
胡
三
省
が
こ
の
尚
方
が
器
物
を
つ
く
る
少
府
の
属
官
で
あ
る
尚
方
で
な
く
、
方
薬
を
つ
か
さ
ど
る
職
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
鎌
田
重
雄
氏
の
論
訪
が
あ
っ
て
・
こ
の
撃
方
待
詔
は
方
士
が
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
尚
方
は
方
薬
だ
け
で
な
く
方
術
に
も

と
つ
く
器
物
製
作
に
も
っ
か
さ
ど
っ
て
い
た
と
し
、
前
漢
時
代
の
少
府
の
属
官
で
あ
る
尚
方
は
胡
三
省
の
如
く
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
る
の
で
な

く
、
方
術
に
関
係
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。

　
尚
方
待
詔
と
同
じ
様
な
方
薬
に
関
す
る
官
に
、
本
草
待
詔
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
　
『
漢
書
』
巻
二
五
下
郊
祀
志
下
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ

る
。
　
盆
明
（
建
始
二
年
）
、
遅
遅
復
車
回
、
長
安
厨
官
等
官
給
祠
、
黒
煙
平
準
方
士
使
者
所
祠
、
凡
六
百
八
十
三
所
、
其
二
百
八
所
慮
禮
、
及
疑
無
明
文
、
可
奉
祠
如

　
故
、
賦
課
四
百
七
十
五
所
不
慮
禮
、
回
復
重
。
講
皆
罷
。
奏
可
。
…
…
笹
津
。
牛
神
、
方
士
、
使
者
、
副
佐
、
本
草
待
詔
七
十
鯨
人
皆
錦
家
。
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八

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
建
始
二
年
に
罷
め
た
桐
に
関
係
し
て
い
た
候
神
、
方
士
、
使
者
、
副
佐
、
本
草
待
詔
の
七
十
余
人
が
家
に
帰
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
顔
師
古
の
注
に
よ
る
と
、

　
本
草
待
詔
、
謂
以
方
薬
本
草
而
待
詔
者
。

と
あ
っ
て
、
本
草
待
詔
は
尚
方
待
詔
と
同
じ
よ
う
に
神
仙
術
に
関
す
る
方
薬
の
専
門
職
で
、
多
分
方
士
が
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。　
以
上
の
べ
た
よ
う
に
、
待
詔
の
名
称
が
つ
い
た
官
職
は
な
ん
ら
か
の
専
門
的
才
能
、
技
能
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
才
能
、
技
能

が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
な
く
低
い
地
位
に
、
す
な
わ
ち
正
式
な
官
で
な
い
「
某
」
待
詔
と
い
う
定
員
外
の
官
職
に
お
か
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

三
　
待
詔
者
、
東
方
朔
に
つ
い
て

　
前
後
漢
時
代
を
通
じ
て
待
賢
者
と
し
て
史
料
に
み
え
る
名
前
は
約
六
十
取
零
い
る
。
‘
こ
れ
ら
待
詔
者
に
は
色
々
な
人
物
が
い
る
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
一
例
と
し
て
前
漢
の
武
帝
に
つ
か
え
た
東
方
朔
を
と
り
あ
げ
て
、
待
詔
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
『
史
記
』
巻
一
二
六
滑
稽
列
伝
及
び
『
漢
書
』
巻
六
五
東
方
朔
伝
に
よ
る
と
、
朔
は
平
原
郡
（
山
東
省
）
厭
次
縣
（
三
民
縣
）
の
人
で
、
字
は
曼

借
と
い
っ
た
。
武
士
が
即
位
し
て
天
下
に
方
正
．
賢
良
．
文
学
．
材
料
の
士
を
求
め
た
。
こ
の
時
に
自
選
す
る
者
が
千
人
い
た
が
、
こ
の
中
の
一

人
に
朔
が
い
て
、
そ
の
上
書
は
三
千
枚
の
幽
憤
か
ら
な
っ
て
い
て
受
領
し
た
公
車
令
が
二
人
で
よ
う
や
く
持
ち
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
読

み
あ
げ
る
の
に
武
帝
が
ニ
ケ
月
も
か
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
実
に
人
を
喰
っ
た
も
の
で
、

　
三
朔
は
若
く
し
て
父
母
を
失
い
、
兄
夫
婦
に
養
育
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
三
に
な
っ
て
か
ら
、
（
貧
し
い
の
で
冬
に
書
を
学
ぶ
こ
と
を
）
三
冬
し
ま
し

　
て
文
史
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。
十
五
才
で
撃
剣
を
学
び
、
十
六
才
で
詩
書
を
学
ん
で
二
十
二
萬
言
を
暗
淫
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
・

　
ま
し
た
。
十
九
才
で
孫
子
・
瞳
子
の
兵
法
、
戦
陣
の
具
、
鉦
鼓
の
教
え
を
学
び
、
亦
二
十
二
萬
言
を
暗
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

　
し
た
。
凡
そ
出
座
は
す
で
に
四
十
四
萬
言
を
暗
請
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
常
に
出
路
（
孔
子
の
弟
子
）
の
言
葉
を
服
用
し
て
い
ま
す
。
臣
朔
は

　
年
二
十
二
才
で
、
身
の
た
け
九
尺
三
寸
（
約
二
米
六
十
糎
）
、
目
は
輝
く
こ
と
珠
の
如
く
、
歯
は
員
を
並
べ
た
ご
と
く
う
つ
く
し
く
、
勇
氣
は
孟



募
よ
う
に
あ
り
・
す
ば
や
い
・
と
は
慶
忌
の
ご
と
く
で
あ
り
、
清
廉
な
る
・
と
は
簸
の
よ
・
つ
で
あ
畝
信
蓮
あ
っ
芝
と
は
星
の
よ

　
う
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
天
子
の
大
臣
と
な
す
べ
き
で
す
。
臣
朔
町
民
再
．
拝
以
聞
。

と
上
書
し
て
た
か
く
自
分
の
響
称
し
た
。
・
れ
を
う
け
た
武
帝
は
朔
を
偉
い
と
し
て
、
公
車
に
待
詔
せ
し
め
・
り
れ
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
朔
が

待
詔
せ
し
め
ら
れ
萎
車
と
は
衛
尉
遷
す
る
公
車
司
馬
の
・
と
で
、
『
漢
書
』
百
裏
に
ひ
か
れ
た
『
漢
穣
』
に
よ
る
と
、

　
手
車
司
馬
掌
司
馬
門
、
夜
徴
宮
中
、
天
下
上
事
、
及
閾
下
凡
所
徴
召
、
皆
惣
領
之
。

と
あ
っ
て
・
司
馬
門
を
ま
も
る
役
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
徴
召
さ
れ
た
者
を
あ
っ
か
ふ
役
所
で
も
あ
っ
て
、
江
口
す
る
者
は
こ
。
嘆
じ
て
お
こ

な
わ
れ
る
・
す
な
わ
ち
・
朔
は
書
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
管
に
蘇
り
れ
る
の
で
な
く
釜
雫
命
あ
る
ま
で
ま
た
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
・
こ
の
場
合
の
待
詔
は
矯
の
説
に
よ
・
て
解
す
る
・
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
こ
の
場
合
は
補
せ
．
り
れ
る
べ
書
が
満

ち
て
い
た
か
ら
で
な
く
・
い
ず
れ
の
官
凝
す
べ
き
か
さ
え
も
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
く
、
唯
な
に
か
役
に
た
ち
そ
．
つ
で
あ
る
、
な
に
か
面
白
そ
，
つ

で
あ
る
と
い
う
武
帝
の
考
え
か
ら
、
し
ば
ら
く
待
た
さ
れ
る
・
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
．
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
奉
禄
薄
、
未
得
三
見
」
こ
と
久

次
に
朔
の
伝
に
み
ら
れ
る
待
詔
者
の
待
遇
に
つ
い
て
の
べ
て
お
…
。
朔
が
公
爵
に
お
い
て
待
卑
し
た
が
、

し
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
・
す
な
わ
ち
待
郭
者
に
は
禄
が
給
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
少
く
朔
に
と
っ
て
大
変
不
満
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
待
詔
者
と

同
じ
待
遇
を
う
け
て
い
た
馬
番
の
朱
儒
と
く
ら
べ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

臣
朔
生
亦
言
屍
亦
言
・
上
皇
一
頁
餓
・
奉
藁
粟
、
銭
二
百
四
＋
、
臣
工
商
九
贔
、
碁
器
嚢
粟
、
銭
二
百
四
＋
、
朱
儒
飽
欲
死
、
三
朔
飢
諸
子
、
臣

が
う
か
が
え
る
・
即
ち
東
郭
先
生
が
方
士
と
い
・
つ
籍
を
も
っ
て
公
車
に
待
若
し
て
い
た
と
き
の
。
と
が
、

東
郭
先
生
久
待
詔
公
車
、
貧
困
飢
寒
、
衣
錦
、
履
不
完
、
行
雪
中
、
履
有
上
無
下
、
足
戦
地
、
道
中
人
箋
。

と
い
わ
れ
て
い
る
・
貧
し
く
飢
え
寒
さ
に
ふ
・
え
・
衣
服
は
や
ぶ
れ
、
履
は
底
が
な
く
、
雪
の
中
を
歩
い
て
も
足
が
直
籍
ヨ
を
ふ
む
よ
．
つ
な
状
態

で
あ
・
た
・
と
も
か
く
待
国
者
の
待
遇
は
決
し
て
よ
い
も
の
で
な
か
・
た
が
、
『
漢
書
』
巻
七
五
郵
貯
に
、
　
　
　
、

　
臣
尋
位
卑
術
浅
、
過
随
衆
賢
待
詔
、
食
太
官
、
衣
御
府
、
久
汗
玉
堂
之
署
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

と
あ
っ
て
、
尋
が
哀
帝
の
と
き
に
黄
門
に
待
賦
し
て
い
た
時
に
、
学
府
に
属
す
る
太
官
・
御
府
よ
り
衣
食
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
待
詔
者
に
対
し
て
な
に
が
し
か
の
も
の
を
給
す
る
・
と
は
後
漢
時
代
に
も
あ
・
た
よ
う
で
、
『
後
漢
書
』
巻
三
七
丁
鴻
倭
は
・
・

　
永
平
十
年
、
詔
徴
鴻
、
至
、
即
召
見
、
説
方
侯
君
命
篇
、
賜
御
衣
及
綬
、
二
食
公
転
、
與
博
士
通
魔
。

と
あ
り
、
注
に
よ
る
と
、

　
諸
待
詔
者
、
皆
居
以
待
、
故
令
給
食
焉
。

と
あ
っ
て
、
公
車
に
待
詔
さ
せ
ら
れ
た
者
に
は
食
事
が
給
せ
ら
れ
、
そ
の
待
遇
は
博
士
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
待
詔
者
は
正
式
の
官
に
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
正
式
の
官
に
つ
い
た
者
の
よ
う
な
待
遇
を
う
け
て
は
い
な
い
が
・
前
漢
で
は

最
低
の
禄
を
給
せ
ら
れ
た
外
、
な
に
が
し
か
の
衣
服
・
食
糧
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

　
籾
、
話
し
を
も
と
に
も
ど
し
て
東
方
朔
の
こ
と
を
も
う
少
し
の
べ
て
み
よ
う
。

武
帝
に
対
し
、
朱
儒
と
同
じ
待
遇
で
は
か
な
わ
ん
と
策
略
を
も
っ
て
の
べ
た
・
と
に
対
し
、
帝
は
大
い
に
笑
い
・
待
回
す
る
と
こ
ろ
を
公
車
か

、
り
金
馬
門
に
か
え
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
梢
得
親
近
」
と
い
う
こ
と
な
・
た
の
で
あ
る
。
・
の
様
に
待
坐
す
る
場
所
に
よ
・
て
皇
帝
に
親

近
す
る
度
合
い
が
・
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
待
詔
す
る
場
所
に
ど
ん
な
と
・
う
が
あ
・
た
か
を
み
る
と
・
先
づ
先
述
の
鎖
車
・
そ
う
し

群
馬
門
、
。
の
外
、
薯
署
、
黄
門
、
五
讐
、
丞
相
府
、
保
宮
、
披
庭
、
承
明
之
庭
、
鴻
都
門
下
等
が
み
ら
れ
る
・
金
馬
門
と
は
三
讐

圖
』
に
よ
る
と
、
未
央
宮
に
属
す
る
門
で
謬
言
に
通
ず
る
門
で
も
あ
る
。
こ
こ
は
大
宛
の
馬
を
か
た
ど
・
た
銅
製
の
檬
が
お
か
れ
た
の
で
金
馬

と
称
せ
ら
れ
た
。
・
の
門
に
待
詔
さ
せ
ら
れ
た
人
・
で
名
前
の
知
ら
れ
る
者
を
あ
げ
る
と
、
従
横
家
と
し
て
書
を
の
こ
し
た
響
（
「
漢
書
」
芸
文

志
）
、
公
孫
弘
（
『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
）
、
妙
見
俣
、
厳
安
、
唐
楽
（
『
三
警
固
』
）
、
文
学
の
士
た
ち
の
菱
、
趣
向
、
張
子
心
迷
龍
・
柳
慶
（
「
漢

書
』
菱
伝
）
・
、
鄭
朋
（
「
漢
書
」
璽
之
伝
）
、
覆
面
（
「
響
」
洛
書
之
伝
）
を
あ
げ
る
・
と
が
で
き
る
・
薯
署
と
金
馬
門
は
同
じ
と
考
え
ら
れ

る
。
黄
門
、
謀
宮
（
居
室
）
は
少
府
に
属
す
る
役
所
で
あ
る
。
又
、
承
明
之
庭
の
薄
明
も
未
央
宮
内
に
あ
る
宮
殿
の
；
で
あ
る
・
こ
の
よ
う
に
待

詔
者
の
待
っ
て
い
る
場
所
は
少
府
に
属
す
る
役
所
か
、
未
央
宮
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
の
例
外
（
雪
国
が
丞
相
府
に
待
詔
し
て

い
る
）
を
除
い
て
皇
帝
が
生
活
し
て
い
る
果
央
宮
」
、
あ
る
い
は
皇
室
の
・
と
を
取
り
あ
っ
か
ふ
役
所
で
あ
る
「
楽
府
」
に
孕
る
役
所
が
待

詔
者
の
い
る
と
・
ろ
で
あ
る
・
と
が
わ
か
る
。
画
き
に
述
べ
た
ご
と
く
東
方
朔
が
公
車
か
ら
金
馬
門
に
う
つ
り
親
近
を
得
た
と
い
う
こ
と
も
・
少

府
に
属
す
る
役
所
で
あ
っ
た
公
車
か
ら
、
皇
帝
の
宮
殿
の
門
で
あ
る
金
馬
門
に
う
つ
・
た
と
い
う
こ
と
で
そ
の
事
情
が
理
解
さ
れ
る
・



　
扱
、
ま
た
話
し
を
東
方
朔
に
も
ど
す
と
、
朔
は
ま
も
な
く
待
詔
者
か
ら
常
待
郎
に
な
り
、
帝
に
愛
幸
さ
れ
る
。
つ
い
で
太
中
大
夫
前
事
中
に
う

う
っ
た
が
、
酒
に
酔
っ
て
殿
上
で
小
便
し
た
の
で
免
ぜ
ら
れ
庶
人
と
さ
れ
た
が
、
益
者
署
に
待
詔
さ
せ
ら
れ
て
い
て
、
ま
も
な
く
中
郎
に
帰
り
ざ

」
い
て
い
る
。

　
以
上
に
の
べ
て
き
た
よ
う
に
、
東
方
朔
は
早
く
父
母
を
う
し
な
い
兄
捜
に
育
て
ら
れ
た
よ
う
に
決
し
て
め
ぐ
ま
れ
た
生
立
ち
で
な
か
っ
た
が
、

若
い
時
か
ら
経
術
を
愛
し
、
外
家
の
語
を
博
観
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
て
、
秀
れ
た
才
能
を
も
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
そ
の
才
能
を
も
っ
て
権

力
の
座
に
ち
が
づ
き
、
官
途
に
登
ろ
う
と
は
か
る
が
、
し
か
し
決
し
て
高
級
官
僚
に
す
す
む
こ
と
願
わ
ず
、
権
力
に
就
か
ず
離
れ
ず
に
い
る
。
こ

の
東
方
朔
の
姿
の
中
に
皇
帝
と
特
殊
な
才
能
の
あ
る
人
々
と
の
関
係
が
よ
み
と
れ
る
。
特
に
、
武
帝
は
す
で
に
吉
川
幸
次
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
た
ご
と
＠
・
人
材
の
抜
擢
積
極
的
で
・
種
々
の
人
材
を
自
己
の
周
囲
に
あ
つ
め
て
、
諸
種
の
快
楽
に
積
極
的
に
う
こ
い
た
・
と
が
有
名
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
武
庫
の
周
囲
に
あ
つ
め
ら
れ
た
人
々
の
名
前
は
『
漢
書
』
巻
五
八
公
孫
卸
町
の
賛
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
廷

臣
が
は
じ
め
て
帝
に
ち
か
ず
く
時
に
待
詔
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

四
　
待
詔
者
の
姿

　
前
述
の
よ
う
に
武
帝
の
廷
臣
の
中
に
は
才
能
に
め
ぐ
ま
れ
た
人
々
が
多
く
い
た
が
、
こ
こ
で
は
東
方
朔
以
外
の
待
詔
者
の
姿
を
み
て
み
た
い
。

難
鮮
舞
嫉
繧
糠
鮮
場
舞
鐘
れ
謡
哩
避
継
駒
箋
灘
鰭
態
繋
％
野

目
に
は
「
待
詔
臣
饒
心
術
」
、
　
「
待
詔
臣
安
成
未
央
術
一
篇
」
が
あ
り
、
文
に
は
「
待
詔
漏
造
築
九
篇
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
の
著
者
達
は
姓

の
不
明
な
者
が
多
く
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
待
詔
の
身
分
で
書
物
を
書
い
た
場
合
に
は
「
待
詔
の
某
」
と
い
う
い
ひ
か

た
を
し
て
い
る
点
か
ら
み
る
と
、
待
詔
と
は
「
詔
を
待
つ
」
と
い
ふ
読
み
方
以
外
に
「
待
詔
」
と
熟
し
て
一
つ
の
身
分
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
場
合

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
待
詔
者
は
武
士
時
代
に
多
く
い
た
こ
と
は
、
武
帝
と
董
仲
督
の
闊
答
の
中
に
、
　
「
今
子
大
夫
待
詔
百
有

三
三
」
と
い
わ
れ
て
い
る
・
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
公
孫
弘
は
年
六
十
で
賢
良
を
も
っ
て
博
士
と
な
る
が
、
対
飼
奴
の
策
で
武
帝
の
い
か
り
を
う
け
、
免
ぜ
ら
れ
て
帰
る
。
ま
も
な
く
元
光
五
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

再
び
賢
良
文
学
に
徴
せ
ら
れ
、
太
常
に
い
た
り
策
を
上
奏
す
る
と
帝
は
こ
の
作
を
第
一
に
し
て
博
士
に
し
て
金
馬
門
に
待
零
せ
し
め
て
い
翰
。
こ

の
よ
う
に
博
士
に
な
っ
て
待
記
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
常
制
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
『
唐
六
典
』
巻
二
一
國
子
博
士
の
條
に
ひ
か
れ
た
『
漢
官
儀
』

に
よ
る
と
、
・

　
文
帝
、
博
士
七
十
鯨
人
爲
待
詔
、
博
士
朝
服
玄
端
、
章
甫
冠
。

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　

　
朱
買
臣
の
場
合
を
み
る
と
、
郡
の
上
苦
潮
の
卒
と
な
っ
て
重
車
を
ひ
い
て
長
安
に
き
て
、
公
等
に
待
罰
し
て
い
る
時
に
、
同
郷
の
嚴
助
に
し
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
武
帝
に
ま
み
え
る
の
機
会
を
得
、
春
秋
、
楚
詞
の
こ
と
を
の
べ
、
中
大
夫
を
拝
す
る
が
事
件
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
れ
、
後
し
ば

ら
く
し
て
待
詔
に
め
さ
れ
、
対
東
越
策
が
み
と
め
ら
れ
て
会
稽
太
守
を
拝
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
文
学
の
士
と
し
て
待
詔
に
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
朱
義
臣
は
東
方
朔
と
同
様
に
官
を
な
ん
ら
か
の
理
由
で
免
ぜ
ら
れ
て
か
ら
待
詔
に
め
さ
れ
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

例
は
外
に
も
あ
る
。
　
『
漢
書
』
巻
八
八
儒
林
伝
に
み
え
る
豊
丘
賀
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
一
日
帯
時
、
聞
京
房
爲
易
明
、
求
其
門
人
．
性
急
、
賀
直
門
都
司
西
諸
、
善
事
論
免
爲
庶
人
、
待
詔
黄
門
、
数
入
説
教
侍
中
、
以
召
賀
、
曜
日
説
、
上
善
之
、
以

　
賀
爲
郎
。

と
あ
っ
て
、
免
ぜ
ら
れ
て
庶
人
に
な
っ
た
後
、
黄
門
に
待
堅
し
な
が
ら
宣
帝
に
め
さ
れ
る
の
を
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
特

別
藻
難
軽
賎
韓
韓
蜷
騙
灘
難
題
絵
講
論
嬉
双
鴛
鑓
轄
は
父

の
乗
の
陰
に
よ
っ
て
待
詔
さ
せ
り
れ
た
が
、
・
れ
讃
の
陰
だ
け
で
は
な
く
皐
の
「
不
通
経
術
、
詠
笑
類
俳
侶
、
為
賦
頒
、
好
畿
」
と
い
う
才

能
に
よ
っ
て
待
詔
者
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
説
は
弓
高
侯
韓
隈
當
の
目
貫
で
、
校
尉
を
も
っ
て
大
将
軍
に
従
っ
て
功
績
を
あ
げ
て
龍
額
侯

に
な
っ
た
が
卸
金
の
罪
に
坐
し
て
侯
を
う
し
な
う
。
し
か
し
元
鼎
六
年
間
は
待
詔
に
な
り
ま
も
な
く
横
海
将
軍
に
帰
り
咲
き
東
越
を
撃
っ
て
功
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
武
人
と
し
て
の
才
能
で
待
詔
者
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
待
詔
者
は
武
帝
に
い
た
っ
て
突
然
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
は
や
は
り
聖
帝
の
積
極
的
な
人
材
抜
擢
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
・
の
よ
う
な
人
材
抜
擢
の
方
法
は
・
の
後
も
う
け
つ
が
れ
て
い
・
た
。
昭
帝
の
時
に
は
幕
調
歴
を
治
め
た
李
悔
が
待
判
者
で
あ
・
た
外
・

震
光
が
宗
室
で
用
い
う
べ
き
者
を
え
ら
ん
だ
時
に
、
若
い
時
か
ら
黄
老
の
術
を
修
裟
略
の
あ
・
た
劉
辟
彊
の
子
伽
徳
が
え
ら
ば
れ
丞
相
府
に
待



引
し
て
い
る
・
ま
麹
義
は
帝
奮
詩
を
よ
く
す
る
者
を
も
と
め
た
時
に
待
詔
さ
せ
ら
れ
、
・
れ
が
き
・
か
け
で
丞
相
に
ま
で
進
み
、
陽
平
侯
に

封
幕
懸
雪
嶺
子
嚢
葦
葺
忌
門
に
待
萌
し
て
い
る
㌔
鼻
糞
い
で
薯
が
待
詔
者
に
な
ξ
と
が
馨
』

巻
六
四
下
王
褻
伝
の

神
肇
鳳
之
問
雫
馨
・
警
嘉
鷹
、
上
蓮
華
連
詩
、
欲
興
擁
之
事
、
丞
相
籍
、
繕
言
響
善
鼓
雅
琴
煮
靴
穿
定
、
畿
襲
讐
召
見
待
詔
。
・

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
・
・
れ
に
よ
る
と
宣
帝
が
天
下
が
豊
か
に
な
り
、
し
ば
し
ば
嘉
慮
が
あ
る
の
で
歌
詩
を
つ
く
り
楽
に
冠
せ
て
歌
，
つ

こ
と
を
お
こ
そ
う
と
し
た
の
で
・
丞
相
の
籍
が
立
・
を
知
り
鼓
を
よ
く
う
ち
琴
を
み
や
び
や
か
に
弾
ず
る
人
を
求
め
た
結
果
、
渤
海
の
趙
定
と
梁

國
の
襲
繁
召
さ
れ
て
待
薯
に
な
・
を
と
が
わ
か
る
。
『
漢
書
』
芸
文
志
の
楽
家
の
目
に
「
雅
講
氏
蚕
簿
な
る
も
の
が
み
え
、
そ
の
注

に
よ
る
と
こ
の
趙
定
の
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
・
と
が
わ
か
る
の
で
、
・
の
待
聾
者
趙
定
は
雅
琴
で
も
っ
て
待
詔
者
に
な
っ
た
・
と
が
し
ら
れ
る

・
又
・
襲
徳
は
同
じ
く
芸
文
志
の
楽
家
の
目
に
「
雅
語
襲
九
＋
九
塵
と
あ
り
、
注
に
名
は
徳
、
梁
の
人
と
あ
り
、
・
の
人
と
同
天
物
と
考

え
ら
れ
・
器
も
国
定
と
同
じ
く
薄
志
で
も
・
て
待
薯
に
な
・
を
と
が
し
ら
れ
る
。
つ
い
で
王
慶
伝
に
よ
る
と
、
宣
帝
は
穆
の
。
と
も
好

ん
だ
よ
う
で
・
こ
れ
に
つ
い
て
の
才
能
あ
る
王
慶
、
張
子
僑
等
が
待
詔
者
に
な
り
、
帝
に
従
っ
て
放
猟
し
た
り
歌
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
て
、
慶

は
後
に
諌
大
夫
に
響
ら
れ
て
い
る
・
と
が
し
ら
れ
る
。
『
漢
書
』
巻
八
八
儒
林
伝
に
よ
る
轟
嬰
の
後
の
生
が
嬰
の
伝
え
た
易
を
も
っ
て
殿

中
に
待
詔
者
と
な
り
・
劉
向
と
周
慶
と
皮
革
が
宣
帝
の
好
ん
だ
穀
梁
の
説
に
す
ぐ
れ
て
い
た
・
と
か
ら
待
詔
者
と
な
り
、
時
の
公
羊
博
士
厳
彰
租

等
舗
難
舞
蕪
難
銀
舞
鵬
難
論
藁
筆
態
諺
語
陽
の
占
を
好
ん
で
い
た
餐
㌘

の
儒
者
の
推
薦
で
徴
せ
ら
れ
て
二
葉
に
い
た
・
と
が
し
ら
れ
る
。
奉
は
後
に
は
中
郎
か
・
り
博
士
、
諌
大
夫
に
昇
進
し
て
い
る
。
轟
の
『
新

論
』
辮
蓬
轡
よ
る
と
、
元
帝
が
病
気
に
な
・
て
、
広
く
方
士
を
も
と
め
た
と
・
ろ
漢
中
の
王
仲
都
が
至
り
、
な
に
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
と

問
わ
れ
て
・
「
倶
能
く
寒
暑
を
思
ふ
・
と
が
で
き
る
だ
け
で
す
」
と
答
え
、
寒
い
義
脚
多
量
で
車
に
乗
っ
て
上
林
園
の
昆
明
池
の
ま
わ
り

を
走
・
た
・
響
は
厚
着
し
て
毛
髪
か
ぶ
・
て
い
て
も
甚
し
く
寒
い
の
に
、
仲
都
は
著
を
か
え
な
か
っ
た
ば
か
り
か
池
塁
の
走
臥
し
て
醸

然
自
若
と
し
て
い
た
の
で
待
詔
者
に
な
・
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
・
の
春
思
都
の
場
合
は
寒
暑
に
特
別
に
強
い
と
い
．
つ
、
並
．
通
で
は
な
い
能
力
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を
持
つ
者
と
し
て
待
詔
者
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
・

成
帝
の
時
に
は
文
章
に
す
ぐ
れ
た
誌
と
鑑
が
待
詔
者
と
な
り
・
谷
穐
は
博
く
経
学
を
学
ん
で
い
て
・
建
始
三
年
に
日
食
と
農
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
天
下
に
方
正
直
曽
口
極
諌
の
入
を
求
め
た
時
に
、
劉
慶
忌
の
推
薦
で
公
車
に
待
詔
さ
せ
ら
れ
帝
の
下
問
に
答
え
異
あ
り
と
認
め
ら
れ
た
が
、

ま
だ
し
ば
ら
く
待
回
し
て
い
て
下
問
に
答
え
て
い
る
。

哀
帝
の
建
平
二
年
に
は
待
詔
の
夏
焦
が
赤
精
子
の
撃
の
べ
・
嚢
の
暦
禦
中
盤
し
て
い
る
か
、
り
よ
ろ
し
く
改
元
す
べ
き
と
を
す
す
め

て
い
る
。
。
れ
は
夏
賀
良
が
先
き
に
の
べ
た
太
史
待
詔
に
属
す
る
よ
う
な
才
能
を
も
・
て
待
詔
者
に
な
・
て
い
た
例
で
は
な
か
ろ
う
か
・
質
灘
は

鷲
卿
舞
姦
賊
蕪
鋸
鎌
韓
藁
糞
艶
蕪
繧
牡
蕪
嘉
攣
審

さ
れ
て
い
る
。
李
尋
は
鋤
き
に
の
べ
た
が
、
彼
は
洪
墨
汁
異
を
好
み
、
天
斉
令
陰
陽
を
学
ん
で
い
て
待
三
者
に
な
・
て
い
る
と
思
わ
れ
る
・
伍
額

は
星
を
知
り
、
方
道
を
好
む
こ
と
か
ら
待
詔
者
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
の
べ
て
き
奎
。
つ
に
前
漢
時
代
に
待
算
者
と
し
て
色
・
な
人
物
が
み
・
・
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
当
時
・
正
当
な
儒
学
を
修
め
た
者

で
は
な
く
、
ま
た
修
め
た
に
し
て
も
一
部
門
に
だ
け
に
す
ぐ
れ
た
者
、
し
か
し
そ
れ
で
も
当
時
の
人
・
に
く
ら
べ
て
特
別
な
才
能
．
技
芸
を
も
・

た
者
が
待
詔
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
『
漢
書
』
巻
六
五
東
方
朔
伝
に
、

建
元
三
年
、
微
行
始
出
、
北
至
純
陽
、
西
至
宝
、
霧
長
骨
、
東
游
暮
春
、
微
行
常
用
飲
酎
已
、
八
九
月
中
、
與
侍
中
・
図
書
・
武
騎
及
待
詔
醤
．
北
地

　
良
家
子
能
騎
射
者
、
期
諸
殿
門
、
故
有
期
門
之
號
、
自
此
始
。

と
あ
っ
て
、
待
三
者
の
朧
西
．
北
流
の
良
家
の
子
の
よ
く
騎
射
す
る
者
と
い
う
い
い
方
に
も
み
・
・
れ
る
・
す
な
わ
ち
・
こ
れ
は
よ
く
騎
射
す
る
と

い
．
つ
一
芸
に
秀
い
で
て
待
詔
に
な
。
た
の
で
あ
る
。
・
の
よ
う
に
待
徒
者
に
な
る
に
は
；
だ
長
じ
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
條
件
に
な
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
待
詔
者
は
王
葬
時
代
に
も
存
在
し
た
よ
う
で
、
　
『
漢
書
』
巻
九
九
中
王
業
伝
に
、

馨
避
難
霧
書
影
詔
黄
門
者
、
或
問
以
葬
形
貌
．
待
詔
日
、
葬
所
謂
鵬
目
虎
吻
、
貌
狼
之
選
者
也
、
故
能
食
人
、
亦
當
爲
人
所
食
．
間
者

と
あ
る
に
よ
っ
て
そ
れ
が
し
ら
れ
る
。
・
れ
に
よ
る
と
轟
の
周
囲
に
は
馬
差
と
い
う
多
分
、
医
経
、
医
方
、
房
中
・
神
仙
の
術
に
た
け
た
者
が



待
詔
者
と
し
て
多
く
黄
門
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。
・
れ
も
や
は
り
特
殊
な
技
能
者
と
し
て
待
荒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
後
漢
時
代
に
な
っ
て
も
史
料
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
数
は
少
な
く
な
っ
て
く
る
が
待
詔
者
は
存
在
し
た
。

光
武
帝
の
時
罵
援
が
蟹
の
薯
と
し
て
帝
に
ま
み
え
待
詔
者
に
な
・
た
が
、
蓑
宏
の
『
後
漢
紀
』
に
よ
る
と
、

　
援
才
略
兼
人
、
又
好
從
横
之
書
、
故
未
得
官
、
待
詔
而
已
。

と
あ
っ
て
・
馬
副
は
従
横
の
策
を
好
ん
で
い
た
が
為
に
正
直
に
つ
か
ず
、
待
碧
に
だ
け
な
．
て
い
を
と
が
知
．
り
卿
る
。
紙
煮
る
と
待
詔

と
は
正
官
に
つ
か
な
い
が
権
力
者
に
ち
か
づ
い
豊
頬
に
あ
．
た
・
と
が
わ
か
る
。
・
の
時
代
に
は
馬
鐸
外
に
伊
敏
、
趙
喜
…
、
轟
が
待
薯

に
な
っ
て
い
る
・
綴
は
建
武
二
年
に
感
電
消
災
の
術
を
の
べ
た
・
と
に
よ
っ
て
公
車
に
待
詔
さ
せ
り
れ
、
馨
…
籔
奉
が
南
陽
で
反
し
蒔
、

人
が
豪
奉
と
合
而
し
て
い
た
と
識
言
さ
れ
て
い
た
が
、
奉
が
破
れ
た
時
に
寡
喜
璽
．
を
手
に
入
れ
て
奉
を
し
ば
し
甥
責
し
て
い
た
。
と
か

ら
、
真
の
長
者
と
し
て
公
車
に
待
詔
せ
し
め
て
い
る
。

幕
の
元
和
二
年
二
昂
寅
に
は
じ
め
て
四
分
暦
を
用
い
た
が
、
・
の
暦
の
施
行
に
あ
た
．
て
待
馨
が
活
躍
し
て
い
る
。
『
後
口
．
』
巻
三

章
帝
紀
の
注
に
ひ
か
れ
た
『
績
漢
書
』
に
、

と
衝
重
馨
繕
雛
醸
鑓
野
戦
綱
で
難
雛
準
準
講
管
待
詔
者
の
別
の
暦
派
の
舜

と
の
間
に
ど
ち
ら
の
暦
が
よ
い
か
ど
う
か
た
め
し
た
・
と
が
わ
か
る
。
・
れ
・
り
の
待
薯
は
前
述
し
た
引
引
詔
の
唇
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

和
帝
の
時
に
は
人
相
見
の
退
京
が
待
薯
に
な
・
て
饗
后
の
人
相
を
み
て
い
・
。
羅
は
も
と
学
問
を
好
ん
で
い
た
が
、
次
第
に
変
り
降

の
上
手
な
も
の
、
古
い
探
を
青
も
の
奢
・
稽
、
侍
中
祭
酒
の
楽
松
と
轟
り
は
勇
払
嶽
之
徒
L
を
多
く
ひ
い
て
難
門
下
に
繍

せ
し
め
て
、
帝
に
民
間
の
小
事
を
の
べ
さ
せ
て
い
る
。

　
以
上
が
前
漢
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
み
ら
れ
る
待
詔
者
達
の
姿
で
あ
る
。

九
五

、



九
六

五
　
お
　
わ
り
　
に

以
上
に
の
べ
た
よ
う
に
前
後
漢
時
代
を
通
じ
て
待
詔
と
い
う
身
分
が
あ
っ
て
、
そ
れ
竺
般
の
庶
民
で
も
な
く
・
又
・
正
式
の
官
に
も
つ
い
て

い
な
い
中
途
半
端
な
地
位
で
あ
っ
た
が
、
官
途
に
つ
く
一
つ
の
関
門
で
あ
っ
て
、
　
『
漢
書
』
巻
八
九
循
吏
伝
に
み
え
る
黄
覇
の
伝
に
、

　
覇
少
學
律
令
喜
爲
吏
、
武
帝
末
、
以
待
詔
入
銭
賞
官
、
補
侍
郎
謁
者
。

と
あ
。
て
、
待
詔
と
り
つ
身
分
で
費
官
し
て
い
る
・
と
か
ら
、
一
般
の
庶
民
の
書
の
場
合
と
区
別
さ
れ
有
利
な
位
置
に
あ
・
た
こ
と
が
し
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
鷹
勘
の
説
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
「
未
有
正
官
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
東
方
朔
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
・
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
な
に

が
し
か
の
嚢
の
奉
禄
を
つ
け
て
い
る
・
と
や
、
李
尋
伝
に
み
え
る
よ
う
に
、
太
平
・
御
府
よ
り
套
を
給
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
、
り
一
般
の
庶

民
と
は
あ
き
ら
か
に
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
・
の
待
詔
者
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
例
を
み
て
き
た
よ
う
に
・
こ
れ
ら
の
人
々
は

東
方
朔
と
同
じ
よ
・
つ
に
特
別
に
他
の
人
・
と
は
異
っ
た
才
能
・
技
芸
を
も
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
当
代
の
主
流
の
も
の
で
な
い
②
で
正
当

な
肇
方
法
で
は
官
途
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
本
来
は
皇
帝
の
個
人
的
興
味
で
、
皇
帝
の
身
近
に
特
別
な
書
家
も
・
て
い
た
者
を
あ

つ
め
て
い
た
方
法
か
ら
生
れ
て
き
た
待
詔
者
と
い
・
つ
方
法
で
、
権
力
者
で
あ
る
皇
帝
に
つ
き
、
官
途
に
の
ぼ
ろ
う
と
し
た
・
当
時
の
知
識
人
2

つ
の
姿
を
こ
の
待
詔
者
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
非
常
に
す
ぐ
れ
た
才
能
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
正
規
の
方
法
で
官
に
な
れ
な
い
者
が
官
途
に
つ
く
方
法
は
唐
時
代
に
も
み
ら
れ

る
。
あ
の
有
名
な
杜
甫
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
『
唐
書
』
巻
二
〇
一
杜
甫
伝
に
よ
る
と
、

奮
奇
其
材
、
先
朝
見
之
、
奉
進
士
、
講
堂
、
困
婁
、
天
宝
＋
三
載
、
玄
宗
潔
太
誉
、
謡
及
郊
、
裏
賦
三
篇
、
帝
下
之
・
使
侍
制
辞
賢
院
・
命

　
宰
相
、

　
　
　
試
文
章
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

と
あ
る
。
士
、
川
幸
次
郎
氏
の
『
杜
甫
私
記
』
篁
巻
に
よ
る
と
、
な
ん
と
か
官
吏
に
な
り
政
府
の
地
位
を
う
べ
く
腐
心
し
て
い
た
杜
甫
が
数
度
も

選
挙
の
試
験
に
落
ち
て
長
安
で
困
窮
し
て
い
た
が
、
天
主
＋
載
、
杜
甫
四
＋
才
の
時
、
玄
宗
皇
帝
が
太
清
宮
に
朝
嘱
し
・
太
廟
お
よ
び
南
郊
を
ま

つ
。
た
が
、
杜
甫
は
。
の
三
大
礼
に
賦
三
篇
を
奏
上
し
た
と
こ
ろ
、
璽
帝
は
そ
の
文
辞
を
賞
し
、
集
賢
母
に
待
制
、
す
な
わ
ち
圖
書
寮
の
御
用



掛
た
る
こ
と
を
命
じ
た
。
集
観
護
と
は
、
前
に
集
仙
の
旧
名
を
玄
宗
が
改
め
て
集
賢
と
し
た
と
述
べ
た
集
録
殿
に
置
か
れ
た
機
関
で
あ
っ
て
、
　
「

大
唐
六
典
」
巻
九
に
、
　
「
そ
の
修
羅
の
所
を
集
賢
院
書
院
と
為
す
」
と
い
う
ご
と
く
、
宮
廷
文
庫
と
編
纂
処
と
を
兼
ね
そ
な
え
た
よ
う
な
職
掌
で

あ
る
が
そ
こ
の
御
用
掛
と
い
え
ば
、
嘱
望
、
御
用
掛
の
職
が
い
つ
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
せ
ぬ
身
分
で
あ
り
、
従
っ
て
流

品
は
甚
だ
雑
で
あ
っ
た
。
し
か
し
と
に
か
く
こ
の
身
分
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
文
章
の
能
力
に
対
す
る
重
ね
て
の
試
験
が
あ
り
、
官
吏
選
考

の
序
列
の
中
に
、
さ
し
加
え
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
漢
代
の
待
詔
と
、
杜
甫

が
な
っ
た
令
制
（
詔
）
と
の
間
に
は
内
面
的
に
は
異
っ
た
点
が
あ
る
が
、
表
面
的
に
は
同
じ
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
武
帝
の
個
人
的
な
性
格
が
強
く
で
た
と
こ
ろ
が
ら
始
じ
ま
っ
た
待
詔
と
い
う
制
度
は
後
漢
時
代
に
少
く
な
っ
た
の
は
徴
召
が
こ
れ
に
か
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
待
詔
と
い
う
制
度
が
唐
代
ま
で
連
続
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
三
、
二
、
　
＝
二
）

註①
漢
代
の
選
挙
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
研
究
が
あ
る
が
重
要
な
も
の
を
二
三
あ
げ
て
お
く
。

　
森
三
樹
三
郎
「
漢
初
の
選
暴
」
支
那
学
一
ニ
ー
三
・
四
　
一
九
四
六
。

　
螢
幹
「
漢
代
察
畢
制
度
考
」
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
一
七
、
一
九
四
八
。

　
嚴
耕
望
「
秦
漢
郎
吏
制
度
考
」
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
二
三
上
、
　
一
九
五
一
。

　
江
幡
具
一
郎
「
西
漢
の
官
僚
階
級
一
官
吏
の
登
用
法
と
、
官
吏
の
出
自
に
つ
い
て
一
」
東
洋
史
研
究
一
一
一
五
・
六
、
一
九
五
二
。

　
五
井
直
弘
「
後
漢
時
代
の
官
吏
登
用
制
「
辟
召
」
に
つ
い
て
」
歴
史
學
研
究
一
七
八
、
一
九
五
四
。

　
大
庭
脩
「
漢
代
官
吏
の
辮
令
に
つ
い
て
」
関
西
大
学
文
学
論
集
一
〇
1
一
、
一
九
六
〇
。

　
永
田
英
正
「
漢
代
の
選
拳
と
官
僚
階
級
」
東
方
學
報
京
都
四
一
、
一
九
七
〇
。

②
　
盟
蜆
園
「
歴
代
職
官
簡
繹
」
は
中
華
書
局
一
九
六
五
年
版
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
漢
書
巻
五
八
公
孫
弘
伝
「
元
光
五
年
、
復
徴
賢
良
文
學
、
…
…
時
封
者
軽
量
人
、
太
常
害
意
第
階
下
、
策
奏
、
天
子
早
暁
封
爲
第
一
、
召
入
見
、
容
貌
甚

　
麗
、
拝
爲
博
士
、
待
詔
金
馬
門
。
」

④
　
孫
億
載
校
集
「
漢
官
六
種
」
で
は
「
百
官
」
の
文
と
な
っ
て
い
る
が
「
後
漢
書
」
官
本
で
は
「
盲
官
儀
」
に
な
っ
て
い
る
。
又
、
孫
校
集
本
で
は
「
馨
二

九
七



九
八

　
人
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
　
一
人
が
よ
い
と
思
う
。

⑤
続
漢
書
律
暦
志
上
に
「
元
和
元
年
、
待
詔
候
鍾
律
股
形
上
口
嵩
甲
…
：
」
と
み
え
、
待
詔
候
鍾
律
の
一
人
の
名
前
が
し
ら
れ
る
。

⑥
　
漢
書
巻
九
三
倭
幸
伝
「
伍
宏
、
以
馨
待
詔
、
與
校
秘
書
郎
楊
閾
、
結
謀
反
逆
。
」

⑦
　
鎌
田
重
雄
「
方
士
と
尚
方
」
（
『
史
論
史
話
第
二
』
所
収
）
一
九
六
七
。

⑧
　
漢
書
巻
六
五
東
方
朔
伝
「
上
書
日
、
臣
朔
少
失
父
母
、
長
養
兄
捜
、
年
十
三
學
書
三
冬
、
文
史
濫
用
、
十
五
學
撃
剣
、
十
六
學
詩
書
、
請
二
十
二
萬
言
、

　
十
九
學
孫
呉
兵
法
、
戦
陣
之
具
、
鉦
鼓
之
教
、
亦
請
二
十
二
萬
言
、
凡
臣
朔
固
己
訥
四
十
四
萬
言
、
又
常
服
子
壷
之
言
、
臣
宿
年
二
十
二
、
長
九
尺
三
寸
、

　
目
難
論
珠
、
歯
陸
曹
具
、
黙
想
国
財
、
捷
若
尊
書
、
廉
若
飽
叔
、
信
若
尾
生
、
若
此
、
可
以
爲
天
子
大
臣
　
、
臣
朔
早
死
再
拝
以
聞
、
朔
文
書
不
遜
、
高
自

　
構
讐
、
上
偉
之
、
令
待
詔
公
車
。
」

⑨
　
三
輔
黄
圖
巻
三
未
央
宮
「
金
馬
門
、
悪
者
署
、
武
帝
時
、
大
品
馬
藁
囲
鋳
像
、
立
論
署
門
、
因
以
爲
名
。
」

⑩
吉
川
幸
次
郎
「
司
馬
相
如
に
つ
い
て
」
叙
説
第
五
輯
、
一
九
五
〇
。

⑪
　
漢
書
巻
三
〇
芸
文
志
「
郎
中
興
齊
十
二
篇
、
武
帝
時
」
の
顔
師
古
注
に
「
劉
向
云
、
故
待
詔
、
不
知
其
姓
、
数
從
游
観
、
全
能
里
長
。
」
と
あ
る
。

⑫
　
漢
書
巻
五
六
董
仲
静
伝

⑬
　
漢
書
巻
五
八
公
孫
弘
伝
「
武
謡
初
即
位
、
招
賢
良
文
學
士
、
是
時
弘
年
六
十
、
以
賢
良
主
思
博
士
、
使
幻
奴
、
還
報
、
不
合
意
、
書
替
、
以
爲
不
能
、
弘

　
乃
移
病
免
麟
、
元
光
五
年
、
復
徴
賢
良
文
学
、
…
…
」
と
あ
り
注
③
に
み
え
る
よ
う
に
博
士
と
な
っ
て
い
る
。

⑭
　
漢
書
巻
六
四
上
朱
買
岩
伝
「
母
語
随
上
計
銅
鐸
卒
、
将
重
車
、
至
長
安
、
詣
闘
上
書
、
書
久
不
報
、
待
詔
公
車
、
富
田
乏
、
上
計
吏
卒
更
乞
匂
之
、
會
邑

　
子
嚴
助
貴
幸
、
聖
運
臣
、
召
見
、
説
春
秋
、
悪
世
詞
、
帝
甚
中
之
、
岩
鼻
臣
爲
中
大
夫
、
與
嚴
助
倶
侍
中
、
…
…
後
置
臣
豊
島
免
、
久
之
、
召
待
詔
。
」

⑮
漢
書
巻
六
四
上
吾
丘
壽
王
伝
「
年
少
、
以
善
格
五
、
召
待
詔
。
」

⑯
－
漢
書
巻
四
一
枚
乗
伝

⑰
　
史
記
巻
＝
一
衛
將
軍
騨
騎
列
伝
「
將
軍
営
説
。
撃
高
蟹
玉
孫
也
、
以
校
尉
從
大
將
軍
有
功
、
爲
龍
額
侯
、
坐
酎
金
失
侯
、
門
門
六
年
、
以
待
詔
、
爲
横

　
海
將
軍
、
撃
東
越
有
功
、
爲
按
道
侯
。
」

⑱
　
漢
書
巻
二
一
上
律
歴
志
上
。

⑲
漢
書
巻
三
六
楚
元
王
伝
。

⑳
　
漢
書
巻
六
六
察
義
伝
。



⑳
　
漢
書
巻
六
四
下
王
慶
伝
。

⑳
　
漢
書
巻
七
五
翼
奉
伝
。

㊥
　
桓
謳
新
論
舞
台
第
＝
二
「
元
帝
肩
掛
、
廣
求
方
士
、
漢
中
蓋
道
士
、
王
土
看
護
、
詔
問
何
所
能
爲
、
封
日
、
但
能
忍
寒
暑
耳
、
乃
以
隆
冬
肝
心
日
、
令
祖

　
衣
、
載
以
駆
馬
、
干
上
林
昆
明
池
上
環
泳
興
亡
、
御
者
厚
衣
狐
装
、
豊
麗
戦
、
而
仲
都
猫
無
変
色
、
影
干
早
漏
上
、
聴
然
自
若
、
痛
罵
待
詔
。
」

⑳
　
漢
書
巻
三
六
楚
元
王
伝
。

　
　
漢
書
巻
八
七
上
田
雄
伝
上
、
　
「
孝
成
帝
時
、
客
還
魂
雄
文
似
相
如
者
、
上
方
郊
祠
甘
泉
百
草
、
蓋
置
論
客
、
以
求
継
嗣
、
召
雄
、
待
詔
承
明
之
庭
。
」

⑳
　
漢
書
巻
八
五
谷
永
伝
。

⑳
漢
書
巻
二
哀
帝
紀
。
　
　
．

⑳
　
漢
書
巻
二
九
溝
油
志
。

⑳
　
漢
書
巻
四
五
息
夫
躬
伝
。

⑳
　
桓
繹
新
論
設
非
第
六
。

⑳
　
後
漢
書
巻
七
九
上
儒
林
伝
。

⑫
　
後
漢
書
巻
二
六
趙
黒
伝
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

⑳
　
後
漢
書
巻
二
八
上
桓
諜
伝
。

⑭
　
後
漢
書
巻
十
上
皇
后
紀
上
注
。
　
「
綾
漢
書
日
、
相
者
、
待
山
相
工
蘇
文
。
」
　
．

⑳
　
後
漢
書
巻
六
〇
下
察
畿
伝
下
。

⑳
　
吉
川
幸
次
郎
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
十
二
巻
』
所
収
、
一
九
六
八
。

⑰
　
北
朝
の
待
詔
に
つ
い
て
は
、
山
崎
宏
「
北
周
の
麟
趾
殿
と
北
斉
の
文
林
館
」
（
『
鈴
木
博
士
古
稀
記
念
東
洋
學
論
叢
』
所
収
一
九
七
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

九
九


